
 

2010 年度 小委員会活動成果報告 
（2011 年 1 月 28 日作成） 

小委員会名 地域まちづくり小委員会 主 査 名：瀬戸口剛 
就任年月：2007 年 4 月(-2011.3) 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

都市計画本委員会 委員長名：小林英嗣 
主 査 名： 

設 置 期 間    2009 年 4 月  ～  2013 年 3 月  

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・地方都市におけるコンパクトシティの調査研究および提案 
・地方都市の街なか形成デザイン 
・地方都市の中心市街地における木造まちづくりの提案 
・地域主権による地域まちづくりの調査研究および提案 
・夕張市における市街地再編計画およびまちづくり支援ｓ 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：有 

瀬戸口剛（北海道大学）出口敦（九州大学）鵤心治（山口大学）岩田司（建築研究所）内田晃（北

九州市立大学）内田奈芳美（金沢工業大学）神吉紀世子（京都大学）北原啓司（弘前大学）今野亨

（㈱ドーコン）清水肇（琉球大学）高木淳二（NPO 環境圏研究所）野嶋慎二（福井大学）樋口秀（長

岡技術科学大学）松村博文（北方建築総合研究所）遊佐敏彦（早稲田大学） 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

地方都市の都市形成ＷＧ 
地方都市を対象に、非成長時代における都市構造（アーバンフォーム）およびま

ちなか再生など集約型の都市づくりのあり方を検討する。 

2010 年度予算     325,000円 
ホームページ公開の有無：有 

委員会 HP アドレス： 

http://urban.nagaokaut.ac.jp/~plan/local/local.html 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数        ２回（年度内計画を含む） 
刊行物 

（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 

 
 

大会研究集会 
１．（名称）：地域から創造する都市像とサスティナブルシティ 

－地域主権の先に見える都市づくり－    参加者数 120 名 
  （資料名）同上 

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 
 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．大会研究協議会「地域から創造する都市像とサスティナブルシティ－地域主

権の先に見える都市づくり－」を催し、地方都市におけるサスティナブルシ

ティの研究提案ができた。 
２．昨年度から継続している夕張再生支援の調査研究を継続した。 
３．大会ＯＳ「地方都市における今後の都市形成ビジョン」を地方都市の都市形

成 WG 主催により企画し、地方都市における街なか形成や都市マネジメント

に関する研究成果を示した。 
以上から当初の活動計画を達成した。 

委員会活動の問題点 
・課題 

委員会活動での問題点はなく、以下に活動の展開を示す。 
１．本年度開催した研究協議会の成果を発展させる。 
２．地方都市の都市形成ＷＧと共同で、地方都市の都市計画・まちづくりに関す

る情報発信や研究交流を行う。 
＊小委員会活動成果報告書は本書式を基本とする。ただし、それぞれの本委員会において活動実績を報告する共

通項目があれば、最下段に項目を追加して記述してもよい。 



 

 


